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年度 派 遣 者 研 究 目 的 留学先

新潟大学理学部鈴木宜之氏 軽い核におけるクラスター構造と高 アメリカ

励起エネルギーでの分子的共鳴

1981 東京都立大学理遠藤和豊氏 同時計数メスパウア分光法により、 ドイツ

学部 壊変によって生じる不安定な化学種

の時間的推移をしらべる研究

名古屋大学理学三宅和正氏 超流動の物理の理論的研究 イギリス

1982 東京大学大学院手嶋久三氏 anomalous Ward identityにおけ アメリカ

理学系研究科 る発散の処理の再検討及び dynam-

ical Higgs mechanismの模型と

100 GeV領域の現象への反映

大阪大学理学部城 健男氏 磁気体積効果等の物性の研究及び イギリス

photoemission の実験で得られて

いる動的な現象の理論的研究

1983 北海道大学工学住吉 孝氏 放射線化学初期過程の研究にピコ秒 西ドイツ

の時間分解能を有する電気伝導法を

用い、従来からの種々の高速分光法

とあわせて詳細な解明をおこなう。

1984 立教大学理学部鈴木昌世氏 電離放射線励起及び光励起に基づく スイス

希ガス・シンチレーション（混合系、

凝縮層を含む）に関する実験的研究

東京大学理学部梁 成吉氏 格子量子色力学、クオーク・グルオ デンマー

ンの力学系の非摂動的構造の解明 ク

1985 京都大学理学部清水良文氏 高スピン状態における原子核の分光 デンマー

学的研究 ク

1986 大阪大学教養部川村 光氏 相転移現象の統計力学的研究 アメリカ

理化学研究所研神原 正氏 加速器を用いた原子衝突過程の実験 西ドイツ

究員

1987 東京大学教養学原 隆氏 構成的場の理論及び厳密統計力学 アメリカ

部

東京大学大型計吉永尚孝氏 16重極の自由度と相互作用するボソ イギリス

算機センター ン模型
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年度 派 遣 者 研 究 目 的 留学先

琉球大学理学部中里弘道氏 確率過程量子化法とその応用 デンマー

ク

1988 I東京大学教養学錦織紳一氏 金属錯体をホストとする包接化合物 カナダ

部 の化学

東京大学理学部松尾 泰氏 ひも理論の幾何学的量子化 ｜アメリカ

物理学教室

1989 I京都大学基礎物武末真二氏 可逆セルオートマトンの熱力学的振｜アメリカ

理学研究所 舞

京都大学教養部小林健一郎氏 Conformal Field Theory と｜アメリカ

Stringのコンパクトイ七

東北大学理学部高木 滋氏｜希土類及び、ウランの化合物での重い｜スイス

電子系の物性研究

1990 I東京大学物性研福山 寛氏 超低温・高磁場下での個体3Heの核｜アメリカ

究所 磁性

慶慮義塾大学理高野 宏氏 ランダム・スピン系における緩和現｜イギリス

工学部 象の統計力学的研究

高エネルギー物石橋延幸氏 二次元の場の量子論と弦理論 ｜アメリカ

理学研究所

京都大学基礎物松尾正之氏 原子核における大振幅集団運動の理 デンマー

理学研究所 論的研究 ク

1991 I新潟大学理学部矢花一浩氏 原子核理論 アメリカ

大阪大学教養部小堀裕己氏 物性実験 アメリカ

京都大学基礎物菅野浩明氏 重力理論 イギリス

理学研究所

一一部松田町「臨時

高エネルギ一物野尻美保子氏 素粒子理論 アメリカ

理学研究所

一獅 小島町｜い村一一子 反応実円アメリカ

1993 I広島大学理学部大野木哲也氏素粒子論 アメリカ

物理学科

広島大学理学部森 弘之氏｜物性理論 ｜アメリカ

物性学科
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年度 派 遣 者 研 究 目 的 留学先

順天堂大学医学中田 仁氏 原子核理論 アメリカ

部物理研究室

学習院大学理学加藤隆二氏 放射線化学 ドイツ

部化学科

1994 東京大学理学部立川真樹氏 赤外ガスレーザーにおけるレーザー アメリカ

不安定の発生機構

東北大学科学計松井広志氏 極低温におけるヘビーフェルミオン イギリス

測研究所 の音響的ドハースーファンアルフェ

ン効果

東京大学原子 綿引芳之氏 ゲージ理論および格子理論による重 デンマー

核研究所 力の量子化 ク

（派遣者の所属は派遣時のものによる。）
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出版物の普及についてお願い

1995年 4月

仁科記念財団の出版物の普及にご協力，ご助言をいただき，深く感謝しておりま

す。今般NKZNo.36および 37が出版されましたのでお送りいたします。No.l～No.35 

はすでにお送りしてあるように記録されていますが，もし欠けているナンバーがあ

りましたら，同封の返信ノ＼ガキでお知らせください。

なお，さきに「仁科記念財団案内J1994年1月号を広く郵送した際， NKZシリー

ズの全セットを置く図書室を増やすための方法についてご意見を求めましたが，そ

のアンケートの結果はつぎに記すとおりでした。

NKZシリーズを置く箇所の拡充について，ご助言をいただくため，参考にしてい

ただけたらと存じ，ご報告申しあげます。全セットをすでに置いておられる機関の

リストを今回はお送りいたしませんが，お気づきの候補をどうぞ自由にご示唆いた

だきたいと存じます。その上で，重複を避ける作業は当方でいたす所存です。
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1994年のアンケートの結果

仁科記念講演の記録等の出版物の普及にご協力，ご助言をいただき，ありがとう

存じます。「仁科記念財団案内 ’94.1」を772名のかたにお送りしたのに対し， 231の

返信があり，アンケートの結果は下記のようでした。

( I) 大学，研究所等に購入を勧めていただく

( II) 財団からは無料で寄贈するその送り先を紹介していただき，郵便代を

カバーする意味で臨時個人寄付を財団に対してくださる

のうち，

( I ）がよい 69 

(II）がよい 89 

( I ）も（II) も 3

無回答 70 

以上，中間報告させていただきます。

1994年 8月
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お頒けできる刊行物

下記の刊行物は，残部が多少あります。郵便振替で連絡費1000円をお送りくださ

れば，刊行物は無料でお頒けします。同封の振替用紙の通信欄に氏名，住所のほか，所

属などを記し，ご希望の刊行物をA B……等の記号で示して下さい。AからKまで

は，すでにお持ちのかたも多いと存じますが，たとえばAを物理以外の専攻のかたや

日本物理学会の新しい会員がお入り用の場合，当財団のほうへお申込みください。

なお，講演記録NKZのパックナンバーをお求めになるのにも，おなじ振替用紙を

ご利用ください。その際は，同封のNKZシリーズ一覧表のナンバーを記してご注文

ください。 NKZバックナンバーの場合は500円均一の代価をいただきます。

A. 日本物理学会誌 45巻10号 1990年

特集「仁科芳雄生誕百年記念J

B. 日本IBM 「無限大J85号 1990年秋

特集「核物理誕生に立ち会った人」

C. 日本アイソトープ協会 「IsotopeNews」438号 1990年12月

「仁科芳雄生誕100年記念特集」

D.理研OB会会報第22号抜刷 1986年4月

ニールス・ボーア生誕100年記念談話会談話：木村健二郎，堀 健夫

E.理研OB会会報第30号 1990年4月

仁科芳雄先生生誕100周年

ハイゼンベルグ・ディラック両博士の

日本への招轄と仁科博士

仁科資料をよむ

F.理研OB会会報第28号抜刷 1989年4月

理研3号館に保存されていた仁科資料について

G. 「仁科記念財団案内」 19.89年6月

「談話室」のページの内容

中根良平

玉木英彦

竹内

竹内
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コペンハーゲ、ン時代の仁科手記

木村健次郎，藤岡 由夫両博士の対談から

H. 「仁科記念財団案内」 追補 1991年10月

「談話室」のページの内容

ボーアのことば（英文）

アイソトープ協会の創業の前後（座談会）

茅 誠司，瀬藤象二，中泉正徳

司会山崎文男

I. 「科学と技術の広場J No.88 1975年

湯川・朝永宣言 1975年9月1日

長崎投下の残酷な論理一一フィリップ・モリソンと語る一一

J. 「科学と技術の広場」 No.90 1976年

朝永振一郎：パグウォッシュ会議の歩みと核軍縮への道

K. （資料） 映画“ニールス・ボーア”（英語からの和訳）

し 「仁科記念財団案内」 1992年5月

「談話室jのページの内容

創刊号から揃っているノーベル賞年報 玉木英彦

M. 「仁科記念財団案内」 1993年3月

「談話室」のページの内容

ディラックに関する逸話一一イ二科先生の帝大新聞への寄稿一一

P.A.M. Diracの来朝を迎えて 仁科芳雄

日本訪問記一一ベトナムの理論物理学者の日本訪問記より一一

N. 「仁科記念財団案内」 1994年 1月

「談話室jのページの内容

ポーランドの物理学者の滞日研究報告

ニュートン研究所紹介

ズオンヴアンプイー

A. リポウスキ

広島大学理学部菅野浩明




